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 現 場 の信 念とＤＸ活 用で築く
「災 害 ゼロ 」の現 場

安 全
特 集

現 場 で の 事 故 を 未 然 に 防 ぐ た め 、 私 た ち は 日 々 ど の よ う な 意 識 を 持 つ べ き で し ょ う か 。
現 場 の 最 前 線 で 安 全 を 守 り 抜 く 西 浦 さ ん と 、 組 織 全 体 を 俯 瞰 し 安 全 品 質 の 向 上 に 取 り 組 む 大 路 さ ん に 、
そ れ ぞ れ の 視 点 か ら 「 安 全 」 へ の 想 い を 語 っ て い た だ き ま し た 。

西 浦  雅 季 さ ん

に し 　   う ら 　 　   ま さ 　 　 き

安 全 意 識 の重 要 性

万が一怪我をしてしまえば、本人が痛みや苦しみを味わう
ことはもちろん、現場の作業も止まり、会社全体にも多大
な迷惑がかかります。そのため、作業を始める前には必ず
危険な箇所がないかを確認し、安全に作業ができる状態
になってから指示を出すように徹底しています。
作業中も、職人さんの様子を見回ることを欠かしません。
狭い現場で無理な体勢で作業をしていないか、道具の使
い方が間違っていないか、物が落ちてくる危険性はない
か。一人ひとりの動きに目を配り、少しでも危ないと感じ
たらすぐに声をかけて作業を止めるようにしています。

「怪我だけは絶対に
させない」という信念で

事故を防ぐ日々のルーティン

事故防止の一環として、作業員個々の装備や工具の取り
扱いについて厳格な確認を行っています。とりわけ安全手
袋や安全靴の着用は、安全管理の基本として徹底させて
います。また現在の現場においては、高さ約７mの壁面作
業で「高所作業車」を使用するため、適正な操作手順の遵
守を重点的に指導。自身の安全管理はもとより、同僚の工
具管理や使用状況に不安全な点がないか、常に周囲に目
を配ることが私の責務であると考えています。

道具と環境には
細心の注意を払う

現場で大切にしていること

経験の浅い若手や実習生と働く際は、特に丁寧な指導を
心がけています。初めて使う道具などは、誤った使い方が
大きな事故につながるため、正しい使用方法を根気強く
教えます。 加えて重視していることは、現場での「ＫＹ（危
険予知）活動」です。朝の作業前や昼の休憩後に全員で集
まり、その日の危険箇所や他業者からの連絡事項などを
共有します。私が一方的に指示するだけでなく、作業員同
士が互いの安全を確認し、気づいたことがあれば遠慮な
く声をかけ合う。そういった「全員で安全を守る風土」を、こ
れからも現場に根付かせていきたいと考えています。

チーム全体で高める
安全意識

過 去 の失 敗 経 験

現在の現場であるバッテリー工場の内装工事において、
職人さんが怪我をする事故がありました。私の目が届か
ない場所での出来事でしたが、鉄製の定規が落下し、手
の甲に当たってしまったのです。その際、作業員が手袋を

忘れられない事故の教訓

着用していなかったことが、負傷の原因でした。「怪我をさ
せない」と強く思っていたにもかかわらず起きてしまった
この事故。私にとっては非常にショックな出来事であり、
職長として深く反省しました。一瞬の油断や、道具の置き
場所１つで事故は起きてしまいます。この経験から、手袋
の着用を「絶対」のルールとして徹底させています。

安全管理における現状と課題

安全品質管理部の責任者として現場を見ていますが、一言で「安
全管理の状況」を評価することは非常に困難だと考えています。
私たちが手がける現場は、都心の高層ビル建設から地方の小規
模店舗まで多岐にわたり、それぞれ求められる管理の質や環境が
全く異なるからです。例えば、厳格な入場管理が必要な現場もあ
れば、監督者が常駐しない現場もあります。これら全てに画一的
なルールを適用するのは現実的ではありません。高い基準を一律
に求めすぎると、現場が回らなくなる恐れもあるからです。しかし、
安全は第一優先事項です。現場ごとの特性を理解し、それぞれの
環境で最適な安全管理を模索し続けること。その統一の難しさと
常に向き合っています。

現場ごとに異なる
「安全」の最適解

会 社で取り組 むＤＸ施 策

現在、会社として取り組んでいるのが、iPadなどを活用した情報の
共有です。これまでは紙の図面でやり取りをしていましたが、汚れや

ＤＸ化で目指す情報の即時共有

社員の皆さんへ

全社員、特に職人の皆さんに伝えたいのは、「職
人こそが最前線の営業担当である」ということで
す。 お客様が「またこの会社に仕事を頼みたい」と
思うかどうかは、現場での職人さんの仕事ぶりに
かかっています。指差呼称などを大げさで些細な
ことだと感じることもあるかもしれませんが、その
ような小さなことへの真摯な姿勢こそが、お客様
に「誠実な会社だ」という印象を与えます。 プロ
フェッショナルとしての振る舞いは、会社の評価を
高め、次の仕事につながり、結果として皆さん自
身に還元されます。安全への高い意識が、会社と
自分自身の未来を守ることにつながると信じてい
ます。これからもよろしくお願いいたします。

職人は最前線の
「営業担当」

管理者視点の事故防止策

現場での「ちょっとした手抜き」や「油断」は、会社全体の信用失墜
に直結します。最も危惧するのは、「誰にでもできる改善」がなさ
れないことです。 例えば「右よし、左よし」という指差呼称。誰にで
もできる基本動作ですが、これが徹底されていないと、万が一の
際やお客様の目に触れたときに「管理が行き届いていない」と判
断されてしまいます。当たり前のことを実践して初めて信頼が得
られます。しかし人間は忘れてしまう生き物です。だからこそ私は、
現場で同じことを繰り返し伝えています。相手が面倒だと感じて
も、耳にタコができるくらい何度も言い続けること。それが、管理
側ができる未然防止の努力だと考えています。

「凡事徹底」が信用の礎となる

大 路  洋 平 さ ん

お お じ  よ う へ い安全品質管理部
課長

情報の更新漏れといった課題がありました。 アプリ
などを通じて最新情報を全員がリアルタイムで共
有できれば、施工の間違いや手戻りを防げます。ま
た、施工後の自主検査においても、複数の目でデー
タを確認できるため、精度の向上につながります。
情報共有のスピードと正確さを高めるこのＤＸ化
を、今後はさらに定着させ、安全施策の１つとして
根付かせていきたいと考えています。


